
第17回 ZEROシステム研究会
　日　時：平成23年12月1日（木）16:00～
　場　所：Studio MASA（有限会社MASA建築構造設計室）

１．前回議事報告 （事務局より）

２．各社近況報告・情報交換など

３．真崎先生による「耐震講義」

　　　・講義（約1時間）

　　　・質疑応答

４．その他

会議終了後、懇親会を行います（任意参加）









研究会の活動
　　・ZEROシステム工法の普及・販売、新規技術開発
　　・月１回、会（および懇親会）を開催

　　・会員以外の方々も参加、情報交換、勉強会

MASA建築構造設計室
（開発者）

テクノラボ
（設計・事務局）

アイ・エム・エー
（営業・販売）

加藤設備
（材料供給）

（営業・販売・施工）

東海建設コンサルタント

エム・アンド・ティー

アパス
（設計・営業・販売）

佐藤企業

名古屋中心

研究会会員 東京理科大学
永野研究室

ヒロセ

ヤマビコ

イマック

解析ソフト
メーカー

原田木材

リアス

大有建設



ＺEROシステム
ゼ　ロ

～環境負荷軽減・eco推進に取り組んでいます～

真に強い地盤を目指して！

　　　　ZEROシステム研究会
（開 発：有限会社MASA建築構造設計室）
（事務局：株式会社テクノラボ）



小規模住宅基礎等への適用

①建屋荷重の地盤への分散効果
②不等沈下抑制効果（荷重の均等，再配分化）
③液状化被害抑制効果（排水機能）
④周辺交通に対する振動低減効果
⑤地震に対する免振効果
⑥その他（環境等）

システムの効果ZeroZeroシステムシステム

①性能が明示されている
②現地の形状に合せた形状の敷設ができる
③施工が容易であるため、専門技術者が不要
④大型重機を用いないため、振動，騒音が少ない
⑤狭隘な施工箇所にも適用可能
⑥工期の短縮化が図れる
⑦その他（費用対効果等）

施工上の特徴



ハイカラパックの仕様

出来形寸法：400×400×100mm

工場で品質管理されたものを
現場に納入

　 性　　　能　：　極限圧縮耐力　900 kN/m2以上
　　　　　 　 　　許容圧縮耐力　300 kN/m2以上
　　　　 　　 　　圧縮変形量　3 % 未満 （許容耐力時）

施工規定　：　転圧機械　振動コンパクタ　[ 60～100kg級 ]
　　　 　　　　 　 転圧回数　4回以上



～ハイカラパック構成材料の規格～
　(1) パック材
　　 　　　品　　名　　　Zero-GC300
　　 　　　

　　 　　　材　　質　　　ポリエチレン
　　 　　　織 密度　　　たて、よこ12本（/2.54cm）
　　 　　　引張強度　　900 N/5cm 以上
　　 　　　伸　　度　　　15～25%

　(2) 中詰め材
　　　　　 品　　名　　　　　　ガラスカレット
　　 　　　最大粒径　　　　　4.75mm
　　 　　　細粒分含有量　　3% 未満
　　　　　均等係数　　　　　3～5 程度
　　 　　　単位体積重量　　12～14 kN/m3

　　　　　 内部摩擦角　　　 φ = 35°以上
　　　　　 透水係数　　　　　k = 1×10-3 cm/s 以上

色　　調　　　ナチュラル（カラーライン入り）
サ イ ズ　　　480×620mm



ソルパック協会第６期総会

2006年8月4日

ソルパック施工事例の紹介ソルパック施工事例の紹介

株式会社テクノソール　中川幸洋株式会社テクノソール　中川幸洋
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新聞記事
4月5日　建設通信新聞 5月30日　建設通信新聞



高機能基礎の提案（MASA建築構造設計室）

地震動入力

①滑動機能

②地震力吸収

建物荷重（40kN/m2）

③液状化時の過剰間隙水圧消散

滑動機能：ガラスカレット入り小型ソルパック 支持力強化機能：大型ソルパック

400×400×厚さ80mm 1000×1500×厚さ200mm



地下埋設物の液状化対策

液状化層

埋戻し土

地下埋設物

ハイカラパックと排水層

透水性材料（排水機能）
［ガラスカレット］

液状化層

排水
液状化層の
過剰間隙水圧の消散

ハイカラパック

液状化による過剰間隙水圧

地下構造物をハイカラパックで覆い、過剰間隙水圧を消散させる
　・ 地下構造物への浮力低減
　・ 拘束地盤の強度確保



ベタ基礎スラブ

砕石

@ 1800
ハイブリッド高機能基礎

過剰間隙水圧の排水

ハイカラパック 400×400×厚さ100
（ガラスのリサイクル材料を中詰めした補強土
のう）

透水補強マット t = 20mm
（過剰間隙水圧の速やかな排水）

液
状
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φ 450

①

②

③

①：支持力＋地震時の滑り
②：支持力＋液状化対策
③：地震時の変形吸収
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φ450

ハイカラパイル 配置図



液状化対策工法の提案（貯水槽基礎の設計提案事例）
　　　　～「ZEROシステム」＋「ハイカラパイル」によるハイブリッド基礎構造　～
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　ハイカラパック数量（1,930袋）内訳
　　 ・ZEROシステム（周囲埋戻し部）　 440袋
　　 ・ZEROシステム（耐圧盤直下） 　 770袋
　　 ・ハイカラパイル3×4=12本　　 720袋

　貯水槽の荷重W（353kN）内訳
　　 ・貯水槽本体　 　　　　　 13kN
　　 ・水（満タン時）　　　　 　 180kN
　　 ・耐圧盤（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ） 160kN

・ 支持力増強（載荷面積の拡底）

・ 液状化時の過剰間隙水圧消散（低減）

・ 荷重分散効果（荷重再配分）

　 　　　　　　による不同沈下の抑制


